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平成２７年度 第２回尾張旭市介護保険運営協議会会議録   

１ 開催日時  

平成２７年１０月２７日（火）  

開会 午後１時３０分  

閉会 午後２時３０分 

２ 開催場所  

市役所 ２階 ２０１会議室  

３ 出席委員  

若杉 由、上田智子、森下敏光、丹羽松弘、田口良子、戸松正彦、玉置久美子、

岩田善保、丹羽睦、下鶴紀之、倉田雅生、西脇俊文、田中美智子、服部倫代（計

１４名）  

４ 欠席委員  

河合徹也 

５ 傍聴者数  

２名  

６ 出席した事務局職員  

健康福祉部長 若杉浩二、健康福祉部次長 森喜久子、長寿課長 鶴見建次、長

寿課長補佐兼長寿支援係長 佐藤悦生、長寿課長補佐兼介護保険係長 鈴木清貴、

地域包括支援センター所長 江尻毅、長寿課介護保険係主査 藤田宏司  

７ 議題等  

⑴ 介護予防サービスに関するプラン作成の委託事業所について  

⑵ 地域密着型サービス事業所の指定の更新について 

⑶ 平成２６年度尾張旭市介護保険事業の実績について 

⑷ 平成２６年度尾張旭市高齢者福祉施策の実績について  

⑸ 平成２６年度尾張旭市地域包括支援センターの運営状況等について  

⑹ 在宅医療・介護連携推進事業について  

８ 会議要旨 

＜ 開  会 ＞ 

事 務 局 

 

 

 

 

 

 

 

 

長寿課長の鶴見でございます。定刻となりましたので、始めさ

せていただきます。 

本日は、お忙しい中、平成２７年度第２回尾張旭市介護保険運

営協議会にお集まりいただき、ありがとうございます。本日は河

合委員から、都合により欠席と伺っておりますが、14名の委員

のご出席をいただいており、尾張旭市介護保険運営協議会規則第

５条第２項の規定にあります定足数に達しておりますことを、報

告させていただきます。 
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若 杉 会 長 

 

事 務 局 

 

 

 

 

事 務 局 

 

事 務 局 

 

 

若 杉 会 長 

 

 

 

 

事 務 局 

 

若 杉 会 長 

 

 

 

若 杉 会 長 

 

 

 

若 杉 会 長 

 

 

事 務 局 

 

若 杉 会 長 

 

 

西 脇 委 員 

 

事 務 局 

開会にあたりまして、会長の若杉様よりあいさつをいただきま

す。 

 

＊＊ 会長あいさつ ＊＊ 

 

 ありがとうございました。 

 

それでは、議事に入る前に、本日の資料の確認をさせていただ

きます。 

 

＊＊ 資料の確認 ＊＊ 

 

それでは、以降の議事進行については、会長にお願いしたいと

思います。 

 

それでは、議事に入ります。 

本日の議題は６件提出されております。 

それでは、議題⑴「介護予防サービスに関するプラン作成の委

託事業所について」事務局から説明をお願いします。 

 

＊＊ 事務局説明＊＊ 

 

ただいまの説明について、ご意見、ご質問はございませんか。 

 

（質問無し） 

 

特に、ご質問もないようですので「介護予防サービスに関する

プラン作成の委託事業所について」は、承認とさせていただきま

す。 

 

それでは議題⑵「地域密着型サービス事業所の指定の更新につ

いて」事務局より説明をお願いします。 

 

＊＊ 事務局説明 ＊＊ 

 

ただいま事業所の指定の更新について説明がありましたが、ご

意見、ご質問はございませんか。 

 

指定の有効期間は６年ですか。 

 

有効期間は６年になります。 
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若 杉 会 長 

 

若 杉 会 長 

 

 

 

 

若 杉 会 長 

 

若 杉 会 長 

 

 

事 務 局 

 

若 杉 会 長 

 

下 鶴 委 員 

 

 

 

 

 

事 務 局 

 

 

 

西 脇 委 員 

 

 

 

 

事 務 局 

 

 

 

若 杉 会 長 

 

 

 

 

 

ほかに質問等はよろしいですか。 

 

それでは、事業所の指定更新について皆様のご意見を確認した

いと思います。 

「指定更新が適当である」と思われるかたの挙手をお願いしま

す。 

＜挙手全員＞ 

挙手全員のため、指定更新については、承認とします。 

 

それでは、議題⑶「平成２６年度尾張旭市介護保険事業の実績

について」事務局から説明をお願いします。 

 

＊＊ 事務局説明＊＊ 

 

ただいまの説明について、ご意見、ご質問はございませんか。 

 

名古屋市、小牧市の認定者が上がっている中で、認定者が０．

１％下がっている事は、健康都市を掲げている当市にとって好ま

しい事と思う。 

介護者の中でも、保健センターで認知症予防に取り組んでいる

方もいるため、この数字がもっともっと下がっていけると良い。 

 

下がったことは喜ばしいが、今後さらに高齢者が増えるため、

５年、１０年後もこの認定率が維持できるよう、健康都市として

の取組みを考えていきたいと思っています。 

 

人口は、一月当たり３０人ほど減っているが、高齢者は８０人

ほど増えている。 

予算も減る中で、健康都市の推進が必要になってくると考えて

よろしいですか。 

 

市としては、人口が増えるような政策も考えおりますが、現在

の状況が続く事は厳しいと考えており、健康都市の推進も必要と

考えています。 

 

 厳しい状況ではありますが、今後ともこの認定率が保てるよ

う、介護保険事業の運営をお願いします。 

ほかに、ご意見ご質問もないようですので次の議題に移りたい

と思います。 
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若 杉 会 長 

 

 

事 務 局 

 

若 杉 会 長 

 

下 鶴 委 員 

 

 

 

事 務 局 

 

下 鶴 委 員 

 

 

 

 

 

若 杉 会 長 

 

 

事 務 局 

 

 

若 杉 会 長 

 

 

事 務 局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それでは、議題⑷「平成２６年度尾張旭市高齢者福祉施策の実

績について」事務局から説明をお願いします。 

 

＊＊ 事務局説明＊＊ 

 

ただいまの説明について、ご意見、ご質問はございませんか。 

 

紙おむつの給付事業は、他市にない事業で、市民からの反響も

良いため、今後も続けてほしいと思っています。 

また、給食サービスについては、手渡しですか。 

 

安否確認も兼ね、手渡しで行っています。 

 

高齢者タクシーの助成事業も市民から助かっているという声

を聞きます。 

軽作業支援については、件数が少ないように感じます。 

このような支援を必要とされている方が、もう少しいると思い

ますので、周知が広がればと思います。 

 

軽作業支援には、地域の自治会でも同じような活動をしている

ところがありますが、その活動も含めての実績ですか。 

 

あくまでも、福祉施策としてシルバー人材センターに委託した

件数のみでございます。 

 

高齢者タクシーの助成とあさぴー号（市営巡回バス）の兼ね合

いで、何か変更はありますか。 

 

現在あさぴー号の見直しをしており、２８年４月より、車両数

の増加に伴い、ルート、時間の変更を検討しています。 

車両数の増加に伴い、車椅子でも乗れる車の検討もしました

が、あさぴー号の特徴として、市内の主要道路だけでなく、細い

道も通り地域をこまめに回っております。 

また、地域をこまめに回る事により、他市のコミュニティーバ

スに比べ利用率が高いという結果も出ています。 

車椅子のままでも乗れる車両となると、車両が大きくなりルー

トを大幅に変える必要もあるため、車椅子車両の導入は見送る方

向です。 

 また、高齢者タクシーの助成は交通弱者の救済を目的としたも

のですが、交付率に比べ利用率が低いという結果もありますの

で、本当に交通弱者の施策として、この方法が適切かも考えてい
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岩 田 委 員 

 

 

 

 

 

 

事 務 局 

 

 

倉 田 委 員 

 

 

事 務 局 

 

西 脇 委 員 

 

事 務 局 

 

倉 田 委 員 

 

事 務 局 

 

 

 

 

若 杉 会 長 

 

 

若 杉 会 長 

 

 

事 務 局 

 

若 杉 会 長 

 

下 鶴 委 員 

 

 

きたいと思っています。 

 

同居の方がいる方では、タクシーの利用率が低いかもしれませ

んね。 

スカイワードなど市の催し物を行っても、現状の公共交通機関

では行きにくく、来場者が減っているという現状があります。 

参加したくても参加できない高齢者のための対策も検討して

いただきたい。 

 

あさぴーバスについては、日曜の運行も出来ないか、という意

見もあります。 

 

ホームヘルプサービスというのは単発ではなくある程度継続

的に利用されるのですか。 

 

週１回１時間で定期的に利用される方がほとんどです。 

 

利用は無料ですか。 

 

１回２００円の負担金をいただいております。 

 

ホームヘルプサービスを導入した経緯を教えてください。 

 

介護保険が始まる３０年ほど前から福祉課で始まった事業で、

以前は市直営の事業でしたが、介護保険成立後も社会福祉協議会

に委託し、介護認定に至らない市民の受け皿として続いている事

業です。 

 

ほかに、ご意見ご質問もないようですので次の議題に移りたい

と思います。 

 

それでは、議題⑸「平成２６年度尾張旭市地域包括支援センタ

ーの運営状況等について」事務局から説明をお願いします。 

 

＊＊ 事務局説明＊＊ 

 

ただいまの説明について、ご意見、ご質問はございませんか。 

 

出前講座の参加者が多く見られますが、何か工夫されている事

はありますか。 
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事 務 局 

 

 

下 鶴 委 員 

 

 

 

丹 羽 委 員 

 

 

 

 

 

事 務 局 

 

 

 

 

 

 

 

 

西 脇 委 員 

 

 

 

 

 

若 杉 会 長 

 

 

若 杉 会 長 

 

 

事 務 局 

 

若 杉 会 長 

 

 

 

若 杉 会 長 

広報誌での周知もしておりますが、町内会はじめ各種団体の年

間計画に組み込んで頂けるよう声掛けをしております。 

 

参加者が固定しすぎて、新しい人が参加しにくい事が起きない

よう、新しい人も入りやすい雰囲気づくりにも気をつけていただ

けるといいと思います。 

 

認知症サポータ養成講座に参加した事があります。 

時間的な制約もありので仕方ないかもしれませんが、初歩的な

概要だけで終わって、物足りなく感じました。 

具体的な援助方法など、より深く教えていただけると良いと思

いました。 

 

認知症サポーター養成講座は、認知症が特別な状態ではないと

いうことをまず伝えたいという思いがあり、極めて基本的な内容

になっております。 

ただし、アンケートなどで同様な意見もみられる事があります

ので、クイズ形式でどんな声掛けがいいのかなど、最近では具体

的な援助方法の説明なども取り組んでいます。 

認知症サポーター養成講座も、１度受講したら終わりではな

く、定期的に受講していただけるとありがたいと思います。 

 

初歩的な内容ですけど、初歩的な内容を劇などを通して分かり

やすく教えていると思います。 

施設に初めてこられるボランティアの方でも、受講していて予

備知識のある人は、スムーズに認知症の人に対応できるというこ

とも実感していますので、これからも続けてほしいと思います。 

 

ほかに、ご意見ご質問もないようですので次の議題に移りたい

と思います。 

 

それでは、議題⑹「在宅医療・介護連携推進事業につて」事務

局から説明をお願いします。 

 

＊＊ 事務局説明＊＊ 

 

ただいまの説明について、ご意見、ご質問はございませんか。 

 

（質問無し） 

 

今年度から始まった事業ですので、今後の成果に期待します。 
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若 杉 会 長 

 

 

事 務 局 

 

 

 

若 杉 会 長 

 

若 杉 会 長 

 

 本日の議題は以上ですが、事務局から今後の日程を含めた連絡

事項等をお願いします。 

 

＊＊ 事務局説明＊＊ 

・今後のスケジュール等 

（次回 ２８年３月ごろ予定） 

 

何か質問はありますか。 

 

ないようでしたら、これをもちまして平成２７年度第２回尾張

旭市介護保険運営協議会を終了させていただきます。本日は長時

間に渡り、ありがとうございました。 

 

 


